









Thought and language growth observed in the development 










































Ｋ幼稚園 5 歳児 2 クラス（男児 17 名、女児 24 名）の幼児 
   ※幼児の名前はすべてアルファベットで男児は○男、女児は○子で表すこととする 



















    ※主人公の位置や手足の動きが調整できるように仮止めとした 
 ③画用紙に好きな絵を描く 
 ④できた画用紙をグループの友達と見せ合う 
 ⑤あらすじを考えながら順番を決める  
 ⑥1 ページずつみんなでお話を作っていく（足りない部分を加える）  
      ※自分の作品には自分で文字を書く  
 ⑦表紙を作りお話しの題名を決める 
   ⑧発表する 
  































1）を「こんにちは～って押して引っ張る」と言葉にしたりしていた。     
（イラスト：https://ja.wikipedia.org/wiki/折りの技法 最終閲覧 2018.1.11） 図 1 中割折り 
 








からんもんね」と言う。それを受けて「じゃあ 2 番でいい。1 番はＤ子ちゃんのやね」とＡ子。



































と道に迷ったところから 4 場面につながる。 
 4 場面：歩いていると公園を見つけるが、5 場面との繋がりに迷っている。Ｂ男の「この公園
を幼稚園にしたら？」の意見が採用され、鬼たちは公園で遊ぶことなく 5 場面に続く。 
 5 場面：幼稚園での豆まきを思い出しながら文章を考える。「強く投げたよね」「私泣いた」「怖
かった～」など実際に経験したことを思い出しながら書いていた。 
  最後に題名の決定である。鬼が冒険に行くから『ぼうけんおに』という題名がついた。 
  文章が出来上がりみんなで見ている。「あっ！日本の旗がなくなっている」1 場面で冒険に出 





 次に示すのが『ぼうけんおに』の作品である。  
 










  このまえおにたちが 
  にんげんのくににぼうけんにいきました。 
   にっぽんにすんでいるので 
  にっぽんのはたをもっていきました。  





  おるいていくとおおきないしがあって  
  ころんでしまいました。 
  ともだちがだいじょうぶといいました  
  そして ち がでてきました。 






  「いえがあったよ。」 
  「こんにちは。だれかいますか。」と  
  きいて おうちのとびらをあけたら 
  にんげんがまめをなげてきました。  






  あるいていると 
  こうえんについていました。 
  こどもたちがゆうぐでたのしそうに  
あそんでいました。 
  ぼくたちもあそびたいなあ 
  そこはようちえんだったのです。  
 
 
  ようちえんにいったら 
まめをなげられました 
  「いたいよー。」 
  こどもたちのちからは  
  とってもつよいです。 
  だけどこどもたちは 
  たくさんないてしまいました。 
  「なかよくなりたかったな。」 
  「こどもたちは あしがはやかったから 
  しようがないね。」 
  といっておうちにかえりました。  
 
＜猫グループ＞ 



































 次に『ねこのおさんぽ』を紹介する。  
 
 











  じょんはねこのひなことゆめと 
  おさんぽにいきました。 
  いっぱいあるいて 
おなかがすいてきました。 
  そしておいしいとひょうばんの 








  じょんとひなことゆめは 
  パスタとサラダをちゅうもんしました。 
  じょんがトイレにいったから 
  ひなことゆめでたべました。 
そして 
  じょんがおそいから ひなことゆめは 




  あるいていると そばにこうえんが 
  あったので そこにあそびにいきました。 
  ブランコであそびました。 
  ゆうがたになったので 
  かえろうとおもいましたが 
  じょんがいません。 
  すると 
 
 
  「ひーなーこー」 
「ゆーめー」 
  ちいさいこえが 
  どんどんおおきくなってきます。 
  ひなことゆめはへんじをします。  
  「ニャーニャー」 
  「ニャーニャー」 
  「やっとみつけた。」 
  とじょんがいいました。 
 
 
  とちゅうでみんなで 
おふろにはいりました。 
  ひなことゆめが 
たいじゅうをはかりました。 
  じょんはからだをふきました。 
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